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広島安佐ロータリークラブ

2018年10月4日(木）第904回

3階｢瀬戸の間」

会長時間

創立20周年

本日は沢山のメーキャップにお越し頂き有難

うございます。

また、本日卓話を頂きます株式会社ファーム

スズキ鈴木隆様宜しくお願い致します。

さて、10月に入りロータリーの特別月間は経

済と地域社会の発展月間、そして米山月間でも

あります。最近の会長時間は少しロータリーの

事から離れていたので、ロータリー情報の中か

ら抜粋し、報告をさせて頂きます。

『経済と地域社会の発展』とは人々が健康で

安全な生活を送るための手段の一つが働く事で

あり、貧困を減らすには雇用機会の創出と収入

源の確保は必要とされます。この経済と地域社

会の発展はロータリーの6つの重点分野の一つ

でもあります。

〇一人当たりの農業収入が1％増えるごとに極

度の貧困者数が0.6～1.8%減る。

〇ある研究によると、マイクロクレジット（小

口融資）を利用出来れば、収入や消費の変動

に左右されなくなる。

〇ある研究によるとナイジェリアでは人材投資

（教育や研修など）を1％増やすことで、貧困

を66％以上減らすことが出来る。

などが挙げられています。

経済と地域社会のニーズに応えるためには

〇若者の失業率を下げる

〇起業の妨げになる要因をなくす

〇農業・畜産業の機会を妨げる要因をなくす

〇貧困問題に取り組むためのリソース

これらが重要だと記載されています。

詳細な内容や、分かり易い成功事例等はＲＩ

ホームページに記載されていますし、改めて内

容を読み進めると色々な気づきがある様に思い

ます。ガバナー月信でも確認できますが、ネッ

ト閲覧ですと少し早めに閲覧することが可能で

す。ご参考までに紹介させて頂きます。

｢大崎上島から世界へ｣

㈱ファームスズキ

代表取締役 鈴木 隆 様

鈴木さんはことし42歳。生れは東京、育ちは

埼玉県浦和、大学は釣り好きが高じて下関の下

関水産大学校へ。在学中は水産加工会社でバイ

ト、将来はグローバルな仕事をしたいとの夢を

持つ。

就職は東京・築地の中央魚類に入り10年間、タ

イ、インドネシア、ベトナムからの海老の買い

付け輸入の仕事をした。海老の買い付けをする

ところはどの国も辺鄙なところばかり、例えば

インドネシアのジャカルタに着くとさらに飛行

機を乗り継ぎ、車で現地に入る。

自分は日本の業者は歓迎されていると思った

が、全く違っていた！例えば我々はひとコンテ

ナ（10トン～20トン）を買い付けるが、カルフ

ールやウオールマートは100～200コンテナ買い

付ける。現地の業者は「日本の買い付けは単位

が小さく、価格は買い叩くし、規格にうるさい



から正直なところ効率が悪いので余り取引した

くない」と。日本のおかれている立場をはじめ

て知った。これは大学で学んだことと違うので

ショックを受けた。

その他に香港の寿司屋が魚の買い付けに来る。

トロは日本の寿司屋は赤身、中トロと買い付

け、大トロの需要があまりない。いわば、大ト

ロが残る。これを大量に買い込む、20トンをキ

ャッシュで買っていく。こうしたダイナミック

なビジネス状況を目の当たりにして、「日本で

育てた魚介類を海外で売りたい」と思うように

なった。

いま海外で需要の多いい物は何かわかります

か？ホタテなんです。そのほかブリ、なまこ、

牡蠣、アワビなど…。

会社勤めをしながら「なにができるか？」と

考えて、まず乾燥ナマコをやってみようと、自

宅でナマコを買い込み試作した。実は乾燥する

と100グラムが3グラムになる。これは結構リス

クがある。

転機は2006年、ノロウイルスが発生して広島

の牡蠣業者も打撃を受けたころ、香港でマグロ

を売っている時ですが、海外で牡蠣が売れるこ

とが分かった。

そして、2008年、以前から一緒に仕事をしよう

と誘われていた尾道の会社と合弁で会社を設立

して10年、いろいろ失敗もありました。香港の

ホテルに生カキを空輸したところ、大クレー

ム！「殻の形が不ぞろい、実入りが悪い」と。

そんなはずはないが…と調べたところ日本は基

本はむき身で販売する「加熱文化」であること

が分かった。

それから日本のように密度の高いところで海に

吊るして養殖する方法ではなく、世界特に欧米

に認めてもらえるような養殖方法に取り組ん

だ。

まずは場所探しから、という事で福山から廿

日市までの間で適地を探し歩いた。そこで行き

ついたのが大崎上島の塩田跡地。そこは水深が

浅く、牡蠣のエサになる植物プランクトンがよ

く育つ、例えばフランスでも塩田跡地でやって

いる。元は菱重興産が海老の養殖をやっていた

が、丁度その事業を止めた後だった。塩田後の

「池」で籠に入れて育てている。

普通、牡蠣は出荷まで1年半から2年掛かるが、

私たちは1年未満で出荷する。海外の輸出先で

大口はモスクワ、一週間に2万個送っている。

注文は全てＳＮＳ、時差の関係で昼過ぎから携

帯にどんどん入ってくる。

いま、レストランも経営しており、生カキ、生

海老を求めて県外からもお客さんが来ており、

20席はいつも満杯状態です。

これからも広島オリジナルの牡蠣の開発を進

めて行きます。

「仕事はグローバルに、生活はローカルで」を

モットーに。



本日のプログラム

10月4日(木) 第 904 回

幹事報告

｢大崎上島から世界へ｣

㈱ファームスズキ

代表取締役 鈴木 隆 様

１.BOX配布物

・ガバナー月信とロータリーの友を配布してお

ります。

・米山記念奨学事業豆辞典（2018-19年度版）

を配布しております。

・次週例会終了後に開催されます｢クラブ協議

会｣のお願い文書を配布しております。

・地区大会にご参加される会員の方のみ、交通

手段に関するご連絡を配布しておりますの

で、ご確認のほど、よろしくお願い致しま

す。

２.例会変更

・広島西RC 「職場訪問例会」

と き：10月11日（木）12:30～※同日変更

ところ：THE OUTLETS HIROSHIMA

３.休会

・10月9日(火) 広島RC、広島安芸RC

４.お知らせ

・ご案内の通り、次週の例会終了後はクラブ協

議会がございますので｢事業計画書｣｢手続要

覧｣をご持参いただきますようお願い申し上

げます。なお、急遽ご欠席になられる方がお

られましたら、必ず幹事までご連絡下さいま

すようお願い致します。また会場につきまし

て、例会が3階｢瀬戸の間｣、クラブ協議会が3

階｢安芸の間｣となりますのでお間違えのない

ようお願い致します。



会員数 22名 出 席 率 90.91％

出 席 20名 ご 来 賓 1名

欠 席 2名 ご 来 客 1名

メーキャップ 0名 ゲ ス ト 1名

ニコニコ箱

￥32,000 累計￥210,000

会員記念日（10月）
☆誕生日おめでとうございます。

・三宅 恭次会員（S19.10.03）

年齢は谷会員に次ぐ年長ですが、ロータリア

ンとしては初年兵です。

・岡本 忠文会員（S27.10.11）

☆結婚記念日おめでとうございます

・松岡 與吉会員（S45.10.11）

☆パートナー誕生日おめでとうございます

・長神 憲一会員（ちづ：13日）

いつもありがとうございます。お互いに元気

でゆっくりと…

☆石丸 博昭会員

本日は、たくさんのメーキャップ有難うござ

います。アットホームな安佐クラブです。ど

うぞ、くつろいでください。本日卓話をいた

だきます、ファームスズキ代表鈴木隆様、よ

ろしくお願い致します。

☆奥芝 隆会員

横手さん、研修を受けていただきありがとう

ございます。どうか、すばらしい仲間がいっ

ぱいです。よろしくお願いします。

出席報告 第902回 9月13日 2018年10月11日(木）第905回

3階｢瀬戸の間」

会長時間

国際ロータリー2710地区Ｇ６ガバナー補佐

松井敏様、補佐幹事 大上正人様、本日は当ク

ラブへ訪問頂き有難うございます。

この後の、クラブ協議会どうぞ宜しくお願い

を申し上げます。

さて、今日の会長時間はマイロータリーの中

で、こんな特典も有ったのか！という事をお伝

えしたいと思います。

何を今更なんてメンバーもおられる事とは思

いますが、ロータリークラブに所属していると

奉仕活動や親睦活動を通じ、地域貢献に目が行

き勝ちですが、会員メリットにその他項目も有

りました。

今年度、会長の任を戴いた事で、より積極的

にロータリー活動を学ぶため、ＲＩのホームペ

ージ閲覧することが増えましたが、そんな中、

『ロータリー グローバル リワード』というペ

ージを発見です。これはロータリー会員並びに

ローターアクトメンバーが利用できる特典が表

記されています。英文の為、解読が必要ではあ

りますが、ホテルや旅行、レンタカーやアマゾ

ンショッピングなどにロータリー割引特典が付

いています。更にこれを利用するとＲＩに募金

も出来るようです。

折角のロータリアンですので皆様もご覧頂き

ご活用頂ければと思います。



｢ロータリー財団について｣

国際ロータリー 第2710地区

G6 ガバナー補佐

松井 敏 様

1905年2月23日 ロータリークラブは、ポー

ル・ハリス他3名によって設立されました。そ

の後、1917年6月18日 当時のアーチ・クラン

フRI会長によって「ロータリー基金」として設

立されたものが、現在のロータリー財団となっ

ています。

当初から、モットーは「DOING GOOD IN

THE WORID 」「世界で良いことを」です。最

初の基金は、26.50＄と言われています。

財団については、寄付をお願いするばかりと思

われがちですが、皆さんのクラブで実施され

る、奉仕プロジェクトに対して「補助金」とい

う形で使って頂くことが出来ます。

今年度の2710地区吉原ガバナーは、出来るだけ

多くの補助金を使って頂きたいと、推奨されて

います。

皆さんから寄付して頂いたお金は、アメリカ

イリノイ州にあるロータリー財団本部に送られ

ます。そのお金を皆さんのクラブで実施される

奉仕プロジェクトに使うことが出来るシステム

を「シェアシステム」と言います。

このシェアシステムによって、皆さんが寄付さ

れた3年前の年次基金と恒久基金の運用益の合

計が今年度シェア可能な金額になります。

その金額の半分がＷＦ(国際財団活動資金）、

半分がＤＤＦ（地区財団活動資金）として使用

可能となります。これを地区に戻ってくると表

現される方もありますが、実際にはプロジェク

トを申請し、承認されてはじめて振り込まれる

ので、使用できる枠があるということで、地区

に現金が戻ってくる訳ではありません。

この活動資金を使うことの出来る補助金に「地

区補助金」「グローバル補助金」があります。

地区補助金は、クラブ単位で行う身近なプロジ

ェクトに対するもので当地区では毎年20クラブ

前後のクラブが実施されています。

2019～20年度はクラブキャッシュに対して二倍

の補助金を最高額60万円までとしていますの

で、是非とも地区補助金の申請を考えて頂きた

いと思います。今年度の3月末までに申請して

頂き、実施は来年度の8月以降になりますの

で、次年度会長とご協議の上、宜しくお願い致

します。

この地区補助金で事前のニーズ調査・申請・プ

ロジェクト実施・報告の流れを練習して頂き、

次は「グローバル補助金」プロジェクトに挑戦

して頂ければと考えています。

「グローバル補助金」は、海外において実施す

るプロジェクトに対するもので、必ず実施国

（相手国）にロータリークラブがありそのクラ

ブと一緒に申請をし実施するものです。

是非とも将来的に考えてみて頂ければと思いま

すし、最初は地区内の他クラブと共同で実施さ

れるのも良いかと思います、

他に、地区補助金・グローバル補助金を奨学金

として志がある学生さんの援助をする方法もあ

りますので、ご推薦をお願い致します。

これで、本日の卓話とさせて頂きます。ご清聴

ありがとございました。

ロータリー財団　2018-19年度　地区シェア

ドル (Ａ)

ドル (Ｂ)

シェアする合計 ドル (Ａ+Ｂ)

+

① ② ③

16件 GG奨学生1名 ポリオプラス

DG奨学生1名 R平和センター

DDF使用合計①+②+③

未使用繰越額 次年度へ

$75,000.00

$747,228.23

$35,000.00 $15,000.00

$25,000.00

地区補助金支出 グローバル補助金支出 DDF寄贈

$60,000.00 $15,000.00 $0.00

DDFシェア配分 前年度繰越額

$215,182.22 $607,046.01

※DDFシェア配分の1/2の額
まで地区補助金で使用可能

DDF　地区財団活動資金

$822,228.23

$215,182.22

3年前 15-16年度年次基金 $430,364.44

直前までの恒久基金運用益 $0.00

$430,364.44

WF 国際財団活動資金他

50%

50%

ロータリー財団　2017-18年度　地区シェア

ドル (Ａ)

ドル (Ｂ)

シェアする合計 ドル (Ａ+Ｂ)

+

① ② ③

15件 GG奨学生3名 ポリオプラス

DG奨学生1名 ボリビア水頭症 R平和センター

バリ　水

DDF使用合計①+②+③

未使用繰越額 次年度へ

$29,817.00

$233,117.00

$607,046.01

$22,500.00 $45,000.00 $43,800.00

$25,000.00 $42,000.00 $25,000.00

地区補助金支出 グローバル補助金支出 DDF寄贈

$47,500.00 $116,817.00 $68,800.00

DDFシェア配分 前年度繰越額

$250,608.37 $589,554.64

※DDFシェア配分の1/2の額
まで地区補助金で使用可能

DDF　地区財団活動資金

$840,163.01

$250,608.37

3年前 14-15年度年次基金 $437,179.92

直前までの恒久基金運用益 $64,036.82

$501,216.74

WF 国際財団活動資金他

50%

50%

ロータリー財団　2018-19年度　地区シェア

ドル (Ａ)

ドル (Ｂ)

シェアする合計 ドル (Ａ+Ｂ)

+

① ② ③

16件 GG奨学生1名 ポリオプラス

DG奨学生1名 R平和センター

DDF使用合計①+②+③

未使用繰越額 次年度へ

$75,000.00

$747,228.23

$35,000.00 $15,000.00

$25,000.00

地区補助金支出 グローバル補助金支出 DDF寄贈

$60,000.00 $15,000.00 $0.00

DDFシェア配分 前年度繰越額

$215,182.22 $607,046.01

※DDFシェア配分の1/2の額
まで地区補助金で使用可能

DDF　地区財団活動資金

$822,228.23

$215,182.22

3年前 15-16年度年次基金 $430,364.44

直前までの恒久基金運用益 $0.00

$430,364.44

WF 国際財団活動資金他

50%

50%



(1)現在、クラブキャッシュと地区補助金は
概ね1対1の割合
吉原ガバナー、晝田ガバナーエレクト、
地区R財団委員会関係者と検討し、負担割
合の変更を計画

(2) 2019-20年度は、クラブキャッシュ 1
に対し、地区補助金 2の割合で2019-
20年度は実施する

(1)基本的な内容や書類の変更はなし

(2)クラブキャッシュの最低額 7万円以上

※最低額が7万円となったため、小規
模クラブの特例は終了とする

(3)地区補助金の最高額 60万円まで

2710地区 グローバル補助金
クラブCashとDDFの限度額

B. 旧ルール

援助国提唱クラブ

クラブCashの3倍以下、

且つ

DDF限度額 3万ドル

A. 新ルール2018年7月以降

援助国提唱クラブ

クラブCashの4倍以下、

且つ

DDF限度額 4万ドル

例)
A. クラブCash  5千ドル① ⇒ DDF 2万ドル (①の4倍以下)
B. クラブCash  5千ドル① ⇒ DDF 1万5千ドル (①の3倍以下)

援助国協同提唱クラブ 変更なし

クラブCashの1/2倍以下、且つ DDF限度額 5,000ドル

例)
クラブCash   5千ドル② ⇒ DDF 2千5百ドル(②の1/2倍以下)

国際親善奨学⾦ グローバル補助⾦奨学⾦

・⼤学または⼤学院

・⾃由な履修課程

・⼤学は財団が指定

・申請後に⼊学許可を取得

地区補助⾦奨学⾦

ロータリーの奨学⾦（国際親善奨学⾦と違う点)

・⼤学院レベル

・6つの重点分野の履修課程

・⼤学の選択は⾃由

・申請時に⼊学許可済み

・6つの重点分野に該当しない履修課程。

・⾳楽、芸術分野の奨学⽣をグローバル
補助⾦で⽀えることが出来ない。

財団奨学⽣ 募集要項（2018-19年度) 《変更点》
１．奨学⾦の増額
グローバル補助⾦奨学⽣
30,000ドル⇒ 40,000ドル (10,000ドルUP)
DDF使⽤額 15,000ドル⇒20,000ドル

地区補助⾦奨学⽣
25,000ドル⇒ 30,000ドル (5,000ドルUP)
DDF使⽤額 25,000ドル⇒30,000ドル
※奨学⾦はホストクラブで開設した⼝座に振り込まれます。

２．語学について
フランス語・ドイツ語について、「ヨーロッパ全体で外国語 の
学習者の習得状況を⽰す際に⽤いられるガイドライン」より、
C1レベル以上の⼈に変更しています。

平和フェロー奨学⽣ 募集要項（2019-20年度:要点)

1．申請期間
2019年1⽉〜2⽉に広報。3⽉に推薦クラブが⾯接し申請書提出。
申請希望者は2019年5⽉31⽇までに地区に申請書提出。
2019年7⽉1⽇までに地区推薦候補者として申請書を財団本部に
提出。

2．希望する分野で少なくとも合計3年間のフルタイムの職務経験が必要。

3．毎年、世界中の候補者から最⾼100名のフェローを選出。
修⼠号取得プログラム(50名まで、15~24ヶ⽉）
専⾨修了証プログラム(50名まで、3ヶ⽉の短期コース)

4．フェローの多くは、各国政府、国連、世界銀⾏などの国際機関、国際
司法裁判所などに就職して活躍。



ニコニコ箱

￥5,000 累計￥215,000
☆石丸 博昭会員

国際ロータリー 第2710地区G6ガバナー補

佐、松井敏様、補佐幹事 大上正人様、あり

がとうございます。続けて、クラブ協議会、

どうぞ宜しく御願致します。

☆山本 拓治会員

松井様、大上様、本日はお越しくださりあり

がとうございます。クラブ協議会、楽しみに

しております。よろしくお願い致します。

☆奥芝 隆会員

国際ロータリー 第2710地区G6ガバナー補

佐、松井敏様、補佐幹事 大上正人様、どう

かよろしくご指導下さいませ。松井様、昨日

はお世話になりました。

☆谷 勝美会員

G6ガバナー補佐、松井敏様、補佐幹事 大上

正人様、本日はありがとうございます。よろ

しくお願い致します。

☆佐藤 恭子会員

お客様、ようこそいらっしゃいました。国際

ロータリー 第2710地区G6ガバナー補佐、松

井敏様、お待ちしておりました。卓話を楽し

みにしております。補佐幹事、大上正人様あ

りがとうございます。

会員数 22名 出 席 率 86.36％

出 席 16名 ご 来 賓 0名

欠 席 6名 ご 来 客 0名

メーキャップ 3名 ゲ ス ト 0名

出席報告 第903回 9月27日

本日のプログラム

10月11日(木) 第 905 回

幹事報告

｢ロータリー財団について｣

国際ロータリー 第2710地区

G6 ガバナー補佐

松井 敏 様

１.BOX配布物

・本日使用致します｢クラブ協議会｣の冊子を配

布しております。次第や席次 などを掲載し

ておりますので、ご確認下さい。

・9月定例理事役員会議事録・創立２０周年記

念委員会議事録を配布しております。ご一読

ください。

２.例会変更

・広島東RC 「広島安芸ＲＣとの合同夜間例会

・懇親会」

と き：10月23日(火）18：00～20：30

※10月24日（火）より変更

ところ：ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ広島４Ｆ「悠久の間」

・広島安芸RC「広島東ＲＣとの合同夜間例会・

懇親会」

と き：10月23日（火）18:00～※同日変更

ところ：ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ広島４F「悠久の間」

３.休会

・10月22日(月) 広島中央RC

・10月25日(木) 広島北RC

・10月30日(火) 広島西南RC

４.お知らせ

・次回例会後、10月25日のガバナー公式訪問に

ついて、会員全員で打合せを行います。

皆様、ご参加の程、よろしくお願い致しま

す。



クラブ協議会
13:40～14：30

協議会の内容

・クラブ運営方針

・クラブ概要

・会員増強について

「仲間を増やそう、全てはここから始まる」を念頭

に、一人一人がクラブのことをどう思うかが課題。今

年度、純増1名。退会者の再入会が素晴らしい。10月

に入会予定1名。その他入会候補1名。

・クラブ戦略計画

個人のレベルアップ、個性を生かす。

クラブの強化推進：ロータリーセントラルのHP→奉仕

活動への実感とメンバーの特典を

再認識。

クラブ運営管理 ：若い会員に積極的に参加を促す。

社会奉仕 ：がん撲滅講話(崇徳学園にて)、少

年サッカー事業への協賛他、新規

の奉仕活動を模索中。

・財団について

ポリオプラス、年次、公共基金は順調。

2710地区/１人当たり＄80(第1位)、年次(第2位)

広島市社会福祉事業団にトランポリン寄贈。

地区補助金
10月17日(水)

広島市社会福祉事業団

広島市こども療育センター 育成園

へ、トランポリン一式を寄贈いたしまし

た。

2018年10月18日(木）第906回

3階｢安芸の間」

会長時間

本日卓話を頂きます、株式会社フマキラー

代表取締役 大下一明様 大変楽しみにしてい

ます。随行いただきました、荻原次長様・海外

開発研究員杉浦様宜しくお願いを申し上げま

す。また、本日メーキャップにお越し頂きまし

た広島ロータリークラブ土井様ようこそ！

本日は100万ドルの食事です。ごゆっくりお

過ごしください。

先程からテーブルで少し健康について話して

いましたが、すっかり秋らしくなり、丁度過ご

しやすい時期となりました。

私事ながら、体力アップと減量を兼ね、今週

から自転車通勤にチャレンジしています。

西原の自宅からですので歩くと結構な距離とな

りますが自転車ならばと思い、始めてみまし

た。実際に始めてみると随分と自転車通勤・通

学の方々が多い事に気づきました。また、高校

生などは結構な速度で走りますが、まだ無理は

せず、自分のペースで走ります。というのも、

まだ始めたばかりですし、何より今週1日は雨

の為、車で帰りましたので、実質二日の自転車

通勤しか出来ていません（笑）



フマキラーは、こうした深刻な状況に対し、

殺虫剤メーカーとしての使命を果たすべく、

「正義の殺し屋」として危険な害虫と日々戦い

続けています。いつの時代も害虫から人々を守

るために、価値あるモノづくりにこだわり、

「世界初」の製品を次々と開発。現在では「効

力」「安全性」「新価値の創造」を追求した製

品を世界約70ヵ国の人々にお届けしています。

当社、フマキラーはこれからも、創業以来の理

念である「ひとの命、暮らし、環境」を守り続

けるため、より優れた製品の開発に努めてまい

りたいと考えております。本日の講演を通し

て、当社の企業活動についてご理解いただけれ

ば幸いでございます。

三日坊主にならないように無理をせず、マイペ

ースで取り組みたいと思います。

本日の卓話は(株)フマキラー様の殺虫剤実演

も予定されているとの事ですので、そちらに時

間を譲る事とし、短いですが会長時間を終わり

ます。

｢世界の命を守るフマキラー｣

フマキラー株式会社

代表取締役社長

大下 一明 様

世界には「殺し屋」ともいうべき、凶暴な生き

物がたくさん存在します。そして、その中で最

も人間の命を奪っているのが、あの小さな

「蚊」です。蚊は「マラリア」や「デング熱」

など、様々な感染症を媒介します。ここ近年で

は、地球温暖化の影響により、世界だけでなく

日本でも蚊の生息域が拡大し、感染症の脅威が

高まっています。

フマキラー商品
の殺虫力を試す

実験を何個かし
て頂きました。



本日のプログラム

10月18日(木) 第 906 回

幹事報告

｢世界の命を守るフマキラー｣

フマキラー㈱

代表取締役社長 大下 一明 様

・10月20日・21日に開催されます尾道地区大会

にご参加されます方に当日の交通に関するご

案内と大会連絡事項の資料を配布しておりま

す。ご確認ください。

２.休会

・10月31日 広島東RC・広島陵北RC

３.お知らせ

・次週開催の吉原ガバナー公式訪問について、

ご確認とお願いがあります。例会及びフォー

ラムにご出席の際は必ずロータリーバッジを

お付けください。また、今年度の事業計画を

ご持参ください。

11時30分より正副会長幹事懇談会が開催され

ます。吉原ガバナー様・清水随行幹事様方を

お迎えの際は多くの方でお出迎えをしたいと

考えておりますので、可能な方は10時45分

（※新幹線10時38分着）に1階ロビーにお集ま

り下さいますようお願い致します。（人数確

認の為、出欠の回覧を回しております。）例

会・フォーラム出席予定の方で、欠席になる

場合は事務局までご連絡ください。

１.BOX配布物

・9月分個人別出席一覧表を配布しておりま

す。

・11月29日の例会変更となります、｢第５回

8.20BA杯仲間の絆サッカーチャ レンジマッ

チ｣についてのご案内を配布しております。

出欠のご回答は回覧にてお願い致します。

(11月18日(日)8:30～ 広島県立祇園北高等学

校グラウンド)

ニコニコ箱

￥24,274 累計￥239,274

☆石丸 博昭会員

広島ロータリークラブ土屋勝様、ようこそ。

本日卓話を頂きます、フマキラー㈱代表取締

役社長大下一明様、中四国支店次長萩原俊弘

様、海外開発研究員杉浦政明様、楽しみにし

ています。宜しくお願いします。入会予定、

横手裕康様、来週はいよいよ入会式です。あ

りがとうございます。

☆奥芝 隆様

今日の午前様と言うラジオで、横山アナウン

サーが僕の名前を出し、良い人だと言ってい

た事を長神さんから聞きました。彼の小説

「ふるさとは本日晴天なり」8冊買ったからか

な。そしてラジオを聴いてくれた暇な長神さ

ん、教えていただいてありがとう。

☆本日の卓話料を大下様がニコニコとして、寄

付して下さいました。

会員数 22名 出 席 率 86.36％

出 席 17名 ご 来 賓 1名

欠 席 5名 ご 来 客 5名

メーキャップ 2名 ゲ ス ト 1名

出席報告 第904回 10月4日



2018年10月25日(木）第907回

3階｢瀬戸の間」

会長時間

入会式

皆様、改めましてこんにちは。

本日ガバナー公式訪問を頂いております、吉

原久司様 清水随行幹事・松井敏ガバナー補佐

大上ガバナー補佐幹事 様 有難うございま

す。 どうぞ宜しくお願いを申し上げます。ま

た、本日お越し頂きました、ゲストの皆様 よ

うこそ！ 心より歓迎申し上げます。

さて、今日の会長時間ですが、この日曜日に

執り行われました、尾道地区大会についてご紹

介させて頂きたく思います。

地区大会は19日金曜日の記念ゴルフ大会から

始まり土曜日の会長幹事会基調講演・日曜日の

本会議が開催されました。私は土曜日の日程か

ら参加させて頂きましたが、その中で国際ロー

タリー、バリー・ラシン会長代理としてお越し

になられた北清治様の基調講演を聴くことが出

来ました。プロジェクタースクリーンを使って

90分という時間を使われた講演でしたが、流石

に地区ロータリー・国際ロータリーにも精通さ

れており、非常に詳しく、また分かり易くお話

をされていました。RI事務局の建物内部写真

や、展示物の紹介から始まり、財団の事・諮問

委員会の流れ・会員皆様の意見を反映するに

は、と随分と踏み込んだ内容も有ったと思いま

す。明るい話口でテンポよく話されるので、90

分はあっという間でした。

そして日曜日の本会議では本日ご来賓戴いて

おります吉原ガバナー様の点鐘により始まり留

学生やインターアクト・ローターアクトの紹介

・そして記念講演が為されました。この記念講

演は キャスターの阿川佐和子氏がされ、『明

るい介護』という演題でした。阿川さんは広島

に縁が深く中区白島で幼少期を過ごされたそう

です。

今回の演題は実際に阿川さんが体験されたご

両親の介護についてどう向き合えばよいのか。

男性の介護と女性の介護の違いなどを独自の目

線で非常に楽しく笑いを交え講演されました。

また、阿川さんは記念講演を終えた後もなんと

懇親会の終わりまでご出席いただき、人となり

を見たような気がしました。本当に素晴らしい

地区大会でした。

私もロータリアンとして人となりを示せる様

にコツコツ学びたいと思います。
あまり長くなってもいけませんのでこれで会長

時間を終わります。

横手 裕康 会員

ご入会、おめでとうございます

本日は、ガバナー公式訪問日ということで、

吉原ガバナーから直接、バッヂを付けていただ

き、バナーを頂きました。



「ロータリークラブ公式訪問卓話」
国際ロータリー 第2710地区

2018-19年度 ガバナー
吉原 久司 様

吉原ガバナーは尾道ロータリークラブ所属。

日本大学医学部卒業後、岡山大学などで勤務医

を経験の後、尾道で「吉原胃腸科外科病院」を

開業。ロータリー歴は2012-13年度尾道ＲＣ会

長。Level１の大口寄付者であります。

公式訪問には清水秀樹随行幹事、松井敏ガバ

ナー補佐、大上正人ガバナー補佐幹事が同道さ

れました。

以下は吉原ガバナーの卓話要旨です。

私は尾道と言っても尾道水道を渡った向島の

出身です。夏に愛媛の刑務所を脱走した受刑者

が長期間潜伏したことで一躍全国的に有名にな

りました。元々長閑な高齢者の多い処です。家

などに鍵を掛けるところではありませんが、あ

の事件を契機に皆さん鍵を求めて店に走り、

「３日間で店から鍵の在庫がなくなった」とい

う逸話が残っています。

さて、こちらの安佐クラブです。先ほど石丸

会長などから説明を受けましたが、全く問題が

ありません、というか小クラブではあります

が、ロータリー精神に基づいた活発な活動をし

ておられることはよく知られているところで

す。むしろ、私が学ばせてもらいます。

さてガバナーの役割はバリー・ラシンRI会長

の「強調・伝達事項」を各クラブに伝達するこ

とです。ラシン会長は今年度のテーマとして

「BE THE INSPIRATION」を掲げられました。

これはいろいろ解釈があるかもしれませんが、

私は「鼓舞する人」「感化し・自信を取り戻さ

せる人」としました。

また、採択された「ロータリーのビジョン声

明」は、…人々が手を取り合って行動する世界

を目指す、奉仕における「持続可能性」をロー

タリーの合言葉にしましょう、と謳っていま

す。

ラシン会長は島国バハマの出身ゆえに温暖化に

よる海水面の上昇による国土の水没を大変心配

されており、環境問題にも力を注いでおられま

す。

私の強調事項は信条が「輝こうロータリー、

ふたたび！」、基本目的は「仲間を増やそう、

すべてはそこから始まる」を掲げております。

重点運営方針の一つに「米山奨学会事業」が

あります。実は静岡にあります米山梅吉記念館

が開館50年を迎え老朽化が進んでおります。こ

の改修等を行うため御負担金を増やさせていた

だきたくお願いしています。

さらに地区で達成すべき目標として、第一に

会員増強を掲げています。ロータリー会員は依

然として漸減傾向にあります。特に女性会員の

入会促進が急務です。世界規模で見ると22～23

％が女性会員です。50％以上の国が三か国あり

ます。ところが日本はまだ5％です。増やすた

めには所属する男性会員が魅力的である必要が

…。よろしくお願いします。それからポリオプ

ラスへの支援です。ほぼ撲滅状態になりなが

ら、依然としてパキスタンとアフガニスタンの

国境地帯で患者が存在します。この地帯は極め

て危険な紛争地帯です。入ろうにも入れないと

いうのが実情です。こうしたことからも「平

和」がいかに大切か、が分かります。

私は「DREAM」から「VISION」へと言ってい

ます。3年から5年先の夢を見て欲しい。そして

より良い世界を作る為自信を取り戻してほし

い、と。

今、ロータリーは変えるべきことと変えては

いけないことをはっきりして行動する必要があ

ります。

そして兎に角仲間を増やしましょう。

安佐クラブにおかれましては先ほども言いま

したように、何ら問題はありません。ただ、こ

れだけの活動をされていながら会員数が少な

い！是非とも30人を目指して頑張って下さい。



本日のプログラム

10月25日(木) 第 907 回

幹事報告

「ロータリークラブ公式訪問卓話」

国際ロータリー 第2710地区

2018-19年度 ガバナー

吉原 久司 様

1.BOX配布物

・本日の「クラブフォーラム」の冊子をお配り

しております。次第や席次などを掲載してお

りますので、ご確認下さい。

２.休会

・11月15日(木) 広島西RC

３.お知らせ

・10月17日(水)に、広島市こども療育センター

育成園へ、地区補助金プロジェクトでのトラ

ンポリン一式を寄贈してまいりましたこと

を、ご報告いたします。

～表彰～

・ロータリー財団年次基金人頭額賞2位

・米山奨学会個人平均寄付額賞3位

・Every rotarian , Every Year

・100%ﾛｰﾀﾘｰ財団寄付クラブ

・End Polio Now:「歴史をつくるカウントダウン」

感謝状



ニコニコ箱

￥23,000 累計￥262,274
☆吉原 久司様 \10,000 (国際ロータリー

第2710地区ガバナー)

☆松井 敏様 \10,000 (国際ロータリー

第2710地区G‐6ガバナー補佐)

☆石丸 博昭会員

本日は吉原久司ガバナー様、随行幹事清水秀

樹様、ガバナー補佐松井敏様、補佐幹事大上

正人様、有難うございます。クラブ入会式を

予定しております。バッヂの贈呈をお願い致

します。メーキャップにお越し下さいまし

た、森中様、福永様ようこそです。横手さ

ん、ご入会おめでとうございます。

☆奥芝 隆会員

先日の地区大会、大成功で何よりでした。そ

の席にて、前年度ガバナー補佐としての表彰を

いただきました。皆様のご協力と私が頑張った

お陰でした。誠にありがとうございます。

☆佐藤 恭子会員

国際 ロータリー 第2710地区G6ガバナー吉

原久司様、随行幹事清水秀樹様、グループ6ガ
バナー補佐松井敏様、補佐付幹事大上正人様、

お待ちしておりました。吉原ガバナー、地区大

会大成功おめでとうございます。内容はもとよ

り、お食事、お酒など大評判でした。

会員数 22名 出 席 率 81.82％

出 席 16名 ご 来 賓 2名

欠 席 6名 ご 来 客 1名

メーキャップ 2名 ゲ ス ト 1名

出席報告 第905回 10月11日

崇徳学園ＩＡＣ募金

10月分
石丸 博昭･松岡 與吉･奥芝 隆

岡本 忠文･谷 勝美

合計 5,000円

総合計 25,000円

20周年記念チャーターメンバーエッセイ

「広島安佐ロータリークラブ創立20周年の

思い出、そしてこれから・・・」

八條 範彦

当時、仁田ガバナーが広島陵北ロータリーク

ラブに、新しいクラブの設立要請をされ、二宮

義人代表の基、「広島安佐ロータリークラブ」

が設立されました。

1999年（平成11年）3月4日、24名でスタート

したクラブで、当然ではございますが、全員が

初めてという事で、真剣且つ熱心に取り組みス

タートした事を思い出します。

青木幹丸さんがキーマンとして動かれ、初代

会長 佐藤恭子 幹事 青木幹丸 での出発

でしたが、お二人は特にご苦労された事と思い

ます。他クラブへ訪問した時など、非常に多く

の会員の皆さんがおられ、緊張した事も記憶に

ございます。

財政的に余裕がないので、会員の行動力を中

心とした奉仕活動を考え活動してきたことが現

在のクラブの維持、存続に繋がっているように

思います。少ない人数だから出来る事があり、

少ない人数だからまとまり易いクラブだと思い

ます。親クラブである広島陵北RCさんを初め多

くの皆さん方の、ご指導と会員全員の協力のお

蔭で20周年を迎える事が出来ました。

その間、ガバナー補佐が二名、二回目の会長

が三名。毎年何らかの役が回って来る我がクラ

ブですが、持ち前の行動力と明るさで出来るだ

けの事はやってこられたように思いますが、小

規模なクラブですから限界がございます。

今後は、国内の学生に対する支援も考えて行

きたいと思いますと同時に、会員増強は勿論で

すが、地域に根差した活動が出来るよう頑張っ

て行きたいと考えます。

2009-2010年度

会長時

2017-2018年度

会長時


